
 

 

［成果情報名］樹体ジョイントの主枝高を変えた栽培における収量、品質、作業性の検討 

［要約］樹体ジョイント仕立てにおいて、主枝高を 60､120､160cm にして、側枝の誘引角度がそれぞれ

70度、45度、0度とした場合、60cm区で平均果重、糖度が他区より劣り、120cm区が作業負担が最も

少ない仕立て方である。 
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［背景・ねらい］ 

 樹体ジョイント仕立は、平棚 180cmに対して、主枝高を棚下 20cm（地上高 160cm）にする方法が基

本である。本試験では、樹高を 60、120､160cmと変え(裁植距離 2m)、160cm区においては、裁植距離

2mと 3mの 4区を設定し、収量、品質、作業負担の軽重を比較することにより、樹体ジョイント仕立

てのさらなる改善を図る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「彩玉」ジョイント仕立てにおいて、樹高 60ｃｍ区では、結実 3，4 年目（2010､2011 年）の収

量性は、慣行の樹高 160cmと同等だが、糖度が樹高 160cm､120cm区と比較して低い値となったが、

樹高 120cm区では、樹高 160cm区と比較して、収量性は結実 3年目では、やや高く、平均果重、

糖度も同等もしくはやや高い傾向を示した。（表 1） 

 

２．樹高 160cm植栽間隔 3mでは、植栽間隔 2mと比較して糖度が高くなる傾向を示したが、結実 3,4

年目の収量が、他区と比べ最も少なくなった。 

 

３．側枝 10本当たりの摘果作業時間は、各樹高区とも、慣行棚仕立てと比較して短くなり、樹高 60cm

区では、肘が上がる動作は慣行より少なくなり、身体をひねる、首を上げる、腰をかがめる動作が

他区と比較して顕著に多くなった。樹高 120cm区では、全体の作業時間、首を上げる、肘が上がる

動作が最も少なくなる傾向であった（図 1,2）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．中主枝高区の仕立て方をするためには、既存の平棚を使用する場合、側枝を誘引するための線を

新たに設置する必要がある。 

２．「幸水」においても、樹高 60cm 区の平均果重、糖度は低くなる傾向であった（樹高 120cm はデ

ータ不足） 



 

 

［具体的データ］ 
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